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ラ
ム
酒
は
竜
美
黒
糖
焼
酎

と
兄
弟
で
あ
る
が
、
「酒
類

の
中
で
も
成
長
が
最
も
期
待

で
き
る
ジ
ャ
ン
ル
」
と
み
ら

れ
て
い
る
。

房
総
半
島
で
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
植
え
、
ラ
ム
酒
を
造
り
始

め
た
。サ
ト
ウ
キ
ビ
は
通
常
、

種
子
島
以
南
の
南
西
諸
島

（
琉
球
列
島
）
の
作
物
で
あ

る
が
、
房
総
の
沖
を
流
れ
る

黒
湖
の
影
響
で
、
南
一居
総
は

無
霧
地
帯
に
な
っ
て
い
る
。

経
済
学
者
の
恩
返
し

⑮

～

島
々

へ
の
提
言

～

叶
　
芳
和

南
房
総
の
縁
度
は
九
州
で
言

え
ば
福
岡
よ
り
ず
っ
と
北
、

島
根
県
松
江
市
、
京
都
市
と

同
じ
北
緯
”
度
だ
が
、
海
流

の
力
は
大
き
い
）^
サ
ト
ウ
キ

ビ
は
海
岸
治
い
の
鷲
の
降

り
な
い
地
区
の
耕
作
放
棄

地
を
借
り
て
栽
培
、
蒸
留

所
は
車
で
１０
分
の
山
中
に
あ

る
。東

京
の
近
く
で
サ
ト
ウ
キ

ビ
栽
培
と
聞
い
て
、
見
に
行

か
な
い
選
択
は
な
い
。
７
月
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ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
型
連
続
式
棄
留
器
――
房
総
大
井
倉

蒸
薔
所

（南
房
総
市
千
倉
町
）

中
旬
、
外
房
線
に
乗

っ
た
。

元
は
観
光
お
花
畑
の
耕
作
放

棄
地
に
、
４
月
植
え

（株
出

し
）
の
サ
ト
ウ
キ
ピ
は
青
々

と
伸
び
、
ま
だ
茎
の
節
は

な
く
雑
草
と
競
争
し
て
い

た
。ベ

ナ
シ
ュ
ー
ル
房
総
卸
房

総
大
井
倉
蒸
溜
所

（Ｃ
Ｅ
Ｏ

青
木
大
成
氏
、
４９
歳
）
ｏ
半

島
の
英
語
は
ベ
ニ
ン
シ
ュ
ラ

（
ｐ
ｃ
ｎ
ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｌ
ａ
）
で

あ
る
が
、
ペ
ナ
シ
ュ
ー
ル
と

仏
語
表
記
し
て
い
る
の
は
フ

ラ
ン
ス
系
の
製
法
で
ア
グ
リ

コ
ー
ル
ラ
ム
を
造
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

青
木
氏
は
大
学
卒
業
後

（法
学
部
）
、
東
京
に
出
た
。

音
楽
活
動
の
傍
ら
新
宿
、
青

山
、
荻
窪
、
赤
坂
で
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
と
し
，て
働
い
て
い
た

が
、
実
家
の
寿
司
屋
を
継
ぐ

こ
と
に
な
り
、
２
歳
の
と
き

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

青
木
氏
の
本
業
は

「寿
司

屋
」
だ
。
店
内
に
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
お
客
さ
ん

と

「地
元
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
で

ラ
ム
酒
を
造
っ
た
ら
面
白

い
」
と
話
し
た
ら
、
高
齢
者

を
中
心
に
話
が
盛
り
■
が

り
、
耕
作
放
棄
地
を
甦
ら
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
高
齢
者

た
ち
の
力
を
借
り
、
２
０
１

９
年
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が

始
ま
っ
た
。
２２
年
、
ラ
ム
製

造
開
始
。

ワ
イ
ナ
リ
ー

（Ｄ
ｏ
ｍ
ａ

ｉ
ｎ
ｅ
）
の
よ
う
に
サ
ト
ウ

キ
ビ
か
ら
ラ
ム
酒
ま
で
を
地

域
で

一
貫
生
産
す
る
こ
と
に

よ
り
、
南
房
総
の
テ
ロ
ワ
ー

ル

（風
土
）
や
滋
味
を
凝
縮

し
た
ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
を

目
指
し
て
い
る
Ｅ
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
の
経
験
か
ら
の
選
択

だ
。
カ
リ
フ
海
に
浮
か
ぶ
仏

海
外
県
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
島

の
ラ
ム

「Ｊ
。
Ｂ
Ａ
Ｌ
」
Ｙ

ア
ン
プ
レ
一
が
日
標
と
言
う

（Ｊ
バ
リ
ヽ
は
ア
グ
リ
コ
ー

ル
ラ
ム
の
創
始
者
、
コ
ニ
ャ

ッ
ク
の
生
産
に
倣
い
オ
ー
ク

緯
で
熟
成
さ
せ
る
）
。

ラ
ム
の
製
法
は
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
搾
り
汁
１
０
０
％
か

ら
造
る
「
ア
グ
リ
コ
ー
ル
」
、

製
糖
の
副
産
物
で
あ
る
廃

糖
蜜
か
ら
造
る

「イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
」
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

搾
り
汁
を
加
熱
漫
縮
し
た

シ
ロ
ッ
プ
か
ら
造
る

「
ハ

イ
テ
ス
ト
モ
ラ
セ
ス
」
の
三

つ
が
あ
る
。
（製
造
工
程
は

サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
汁
↓
発
酵

↓
蒸
留
↓
縁
熟
成
↓
瓶

一ｍ
）
。

山
中
に
あ
る
大
井
倉
蒸
溜

所
を
訪
ね
た

（南
房
総
市
千

倉
町
南
朝
夷
）
。
搾
り
た
て

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
を

そ
の
ま
ま
発
酵
さ
せ
て
製
造

す
る
ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
を

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
す
る
蒸

溜
所
だ
。
蒸
留
棟
に
は
２
基

の
蒸
留
器
が
あ
っ
た
。　
一
つ

は
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
型

（容
量

５
０
０
諺
）
で
、
安
い
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ラ
ム
を
１
回

の
蒸
留
で
つ
く
る
。
も
う

一

基
は
単
式

（３
０
０
鵬
）
で
、

ア
グ
リ
コ
ー
ル
を
つ
く
る
時

彗
つ
。
ま
ず
連
続
式
の
ポ
ッ

ト
ス
チ
ル

（蒸
留
器
）
で
蒸

留
し

（ア
ル
コ
ー
ル
度
数
３０

％
）
、
仕
上
げ

（２
回
目
）
を

単
式
で
蒸
溜
し
６５
％
に
す

る
。設

備
投
資
額
７
０
０
０
万

円
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ア
ン
デ
ィ

ン
グ
で
１
４
０
０
万
円
集
め

た
（
支
援
者
数
２
４
３
人
）
。

ラ
ム
製
造
の
従
業
者
数
は
３

人
。
今
後
、
農
業
高
校
卒
を

毎
年

一
人
ず
つ
増
や
す
計
画

だ
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
面
積
拡
大

や
キ
ビ
酢
も
担
当
し
て
も
ら

う
。生

産
能
力
は
年
間
２
万
鯛

（６５
度
）
。
瓶
不
足
で
発
売
が

延
期
さ
れ
、
初
リ
リ
ー
ス
は

今
年
８
月
予
定
。
価
格

（税

別
）
は
７
０
０
が
鯛
、
ア
グ

リ
コ
ー
ル

（５９
度
）
が
７
０

０
０
円
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
（の
度
）
は
３
６
０
０
円
）^

ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
は
国
産

も
の
は
珍
し
い
の
で
、
圧
倒

的
に
欲
し
が
ら
れ
て
い
る
と

一苧
つ
Ｃ

銘
柄
は
、
▽
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ラ

ム

・
ァ
グ
リ
コ
ー
ル
ア
ラ

ン
・
ソ
レ
イ
ユ

（太
陽
）
▽

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ラ
ム

・
プ
ラ
ン
・

フ
ラ

（花
）
▽
マ
ー
ル

（海
）

―
が
あ
る
。
合
併
前
の
旧
千

倉
町
の
シ
ン
ボ
ル
が

「太
陽

と
花
と
海
」
だ
か
ら
だ
。

出
荷
先
は
、
現
状
は
地
元

の
洋
菓
子
向
け
が
主
流
で
、

飲
む
ラ
ム
よ
り
多
い
よ
う

だ
。
な
お
、
キ
ビ
酢
も
造
る

計
画
。
５
０
０
、Ｆ
α
で
２
５

０
０
円
。ラ
ム
よ
り
儲
か
る
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
は
、
現
在

２
惨

（２５
筆
）
で
、
地
代
は

１０
イ
当
た
り
１
万
円
。
株
出

し
栽
培
を
行
う
。
無
農
薬
無

肥
料
で
単
収

（１０
イ
当
た
り

収
量
）
は
５

ント
。
肥
料
投
入

す
れ
は
単
収
は
上
昇
す
る

が
、
お
酒
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

が
好
ま
れ
る
の
で
、
自
然
栽

培
で
あ
る
。
収
穫
は
全
て
手

刈
り

（
１１
～
２
月
）
。
東
京

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
延
ベ

薮
噸
颯
¨
ほ
』
計
岬
の ュ
却
撃

だ

（権
付
け
や
草
刈
り
に
は

来
な
い
ヽ

品
種
は
農
林
２２
号
、
２
号

が
主
で
あ
る
。
早
期
高
糖
に

優
れ
た
品
種
で
、
Ｈ
月
を
過

ぎ
る
と
寒
が
入
り
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
糖
度
も
ミ
ネ
ラ
ル
分

も

一
気
に
高
く
な
る
。
プ
リ

ッ
ク
ス
糖
度
１８
％
ぐ
ら
い
か

ら
収
種
を
始
め
る
が
、
ビ
ー

ク
は
２．
～
２２
％
と
高
い

（種

子
島
、
分
蜜
糖
向
け
は
１５

％
）
。
糖
分
が
２０
度
近
く
に

な
る
と
発
酵
し
や
す
い
。
ア

グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
は
霜
が
降

り
な
い
程
度
の
温
か
さ
が

最
適
な
の
だ

（黒
潮
の
影
響

で
北
緯
３５
度
の
南
房
総
の
方

が
南
西
諸
島
よ
り
有
利

だ
）
。
房
総
半
島
に
は

「自

生
種
」
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

も
研
究
し
て
み
た
い
と
言

う
。「地

域
を
西
気
に
し
た
い
」

と
い
う
の
が
青
木
氏
の
出
発

点
だ
。
そ
の
た
め
の
技
術
選

択
が
ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
で

あ
る
。
地
域
資
源
を

一
番
生

か
せ
る
か
ら
だ
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
は
耕
作
放
棄
地
を
有
効
活

用
す
る
。
搾
り
た
て
の
ジ
ュ

ー
ス
を
使
え
ば
、
南
房
総
の

テ
ロ
ワ
ー
ル
を
詰
め
込
ん
だ

ラ
ム
酒
を
造
れ
る
。

ま
た
、
地
元
に
自
生
す
る

マ
テ
バ
シ
イ

（プ
ナ
科
）
で

構
を
つ
く
り
、熟
成
に
使
う
。

マ
テ
バ
シ
イ
は
パ
ニ
ラ
や
メ

ー
プ
ル
を
思
わ
せ
る
芳
香
な

香
り
が
現
れ
る
よ
う
だ
。
戦

時
中
、
薪
の
材
料
と
し
て
植

林
し
た
も
の
で
、
現
在
は
山

荒
れ
の
原
因
に
な

っ
て
い

る
＾̈
こ
の
間
伐
材
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
塁
山
の
保
全
に

貢
献
で
き
る
。

青
木
大
成
氏
の
夢
は
、
南

房
総
の
自
然
か
ら
醸
し
た
Ｂ

Ｏ
Ｓ
Ｏ
ラ
ム
が
Ｌ
界
を
駆
け

巡
り
、
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
が
美
味
し

い
ラ
ム
酒
の
代
名
詞
に
な
る

こ
と
だ
。

（元
拓
殖
大
学
教
授
／
奄

美
在
来
種
研
究
所
長
）

宮
城
　
能
彦

南
房
総
で
き
び
ラ
ム
酒

奄
美

・
沖
縄
の
人
な
ら
誰

で
も

「合
風
の
思
い
出
」
と

い
う
の
が
あ
る
と
思
う
．^

子
ど
も
の
頃
は
不
謹
慎
に

も

「学
校
が
休
み
に
な
る
」
　
　
　
Ｈ

と
い
う
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
　
　
　
＆

台
風
が
来
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
　
　
　
硼

た
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ
　
　
　
２

朝
に
な

っ
た
こ
と
が
あ

っ

た
。午

前
５
時
頃
に
職
員
室
の

電
話
が
鳴
る
。
「今
日
は
学

校
の
授
業
は
あ
り
ま
す

か
？
」
と
い
う
保
護
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
だ
が
、
学
校

に
は
ま
だ
私

一
人
。
「私
は

警
備
員
な
の
で
わ
か
り
ま
せ

ん
。
校
長
先
生
に
電
話
し
て

確
認
す
る
の
で
後
で
も
う

一

度
か
け
て
も
ら
え
ま
す
か
」

と
言
っ
て
、
私
は
受
話
器
を

置
い
て
電
話
を
切
り
、
校
長

先
生
の
お
宅
へ
電
話
を
か
け

よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
受
話
器
を
置

い
た
購
間
に
電
話
が
鳴
る
。

別
の
保
護
者
か
ら
の
同
じ
間

台風の思い出


